
野鳥お勉強会　30摘隼寵念董雷

「野鳥疏触強会」は、「シシボ撃喜市ム」の正統椋継承者竜虎る

シンポジュウムの藷繭とは、一繕lこSyn、飲むposisの意の

SympOSion「饗宴」が、誇漉。

シンポジュウムというたいそう真面目な会は、そもそもギリシャ時代

の飲み食い識義「シンポシオン」lこ由来している。

このシンポジュウムというのは、ああでもない、こうでもない、震くっ

て、食っちゃ飲み、食っちゃ飲みして、疲れたら義て、また起きて、

食っちゃ飲んで、あーでもない、こ－でもない、といっていた会であ

る。

一見ぐうたらした無駄話のような中で、当時の学者たちは、哲学や

数学、倫理学などの学問を深めていったのである。

したがって「野鳥お勉強会」はも古代ギリシャのシンポジュウムの

掃袖を正統は引き継ぎ、現代は継承するものである。


